














の結婚出産を、アジアに広がる洪水兄妹始祖型神話の一類型とみなしておきたい。また、オオナムヂの根 国訪問神話も中国西南 山岳に居住する少数民族の間に語られ 天女婚 の始祖神話の一類型とみなす。
距離の離れた文化を異にする地域において類似した神話伝説がある場
合、その類似の理由をどう説明するかはなかなか困難である。従来は、類似点が多いか少ないかで民族移動や文化の流れによる伝播もしくは影
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   ②雷神復讐型






   ②雷神復讐型
   ③天人女房型」の三
類型に分けられる。分布としては、①はほとんど漢族 もの。②は、貴州省の苗族居住地域を中心に四方に広がっている。③ 四川省小涼山イ族、四川省と雲南省の境 居住するイ族、ナシ族の間に伝承されていて、分布地域も特定の に限定される。
百田弥栄子は中国の洪水神話は 「宝船型」 「兄妹神婚型」 「若者天女婚型」







伝説が、大きく、 「兄妹始祖型（雷 復讐型） 」 「天女婚型」の二つに分類できることがわかる。ただ、これはあくまで、洪水モチーフと、兄妹始祖もしくは天女婚型モチーフの基本型 基準にした分類であって、それぞれの個別の神話伝承を見ていくと 実に多様な展開 なっている。同じ類型であっても、それぞれの部分的なモチーフはより細かいに分かれる。基本類型 違ってい もそ 類 同士の構成モチーフの結合もまたある。
以上、洪水前のモチーフとして、神が善良な人間に洪水を知らせ生き




























指摘されて来ているが、その類似はある意味で当然である。記紀成立時の日本もまた、東アジアの多様な神話モチーフ流通圏域の中にあると考えられるからである。とすれば、 圏 内で流通する多様 モチーフの、取捨選択 しくは組み合わせによって描かれ 神話が、日本の神話に当然あり得 、ということになろう。
それをよく示す例が、イザナキ・イザナミ神話における柱巡りから蛭










型、兄妹始祖型と天女婚型の二つのタイプを組み込んでいるというところである。無論、 兄妹始祖 は「高天原神話」であり天女婚始祖型は「出雲神話」であるので それぞれ出自の違う神話世界に属すととらえればおかしくはないが、注目したいのは、この二つのタイプの神話が、一方は支配する側（高天原）の神話として、一方は支配される側（出雲）の神話として、古事記の神話ストーリー 中に並べられている、ということである。
そう考えたとき、当然、高天原神話において、何故兄妹始祖のモチー




その島に天降りまして、天の御柱を見立て、八尋殿を見立てたまひき。ここにその妹伊邪那美命に問ひたまはく 「汝が身は如何に成れる」ととひたまへば、 「吾が身は、成り成りて成り合はざる処一処あり」と答へたまひき。ここに伊邪那岐命詔りたまはく 「我 、成り成りて成り余れる処一処あり。故、この吾が身の成り余れる処をもちて、汝が身の成り合はざる処にさし塞ぎて、国土を生み成さむと以為ふ。生むこと奈何。 」とのりたまへば、伊邪那美命、 「然善けむ。 」と答へたまひき。 こ 伊邪那岐命詔りたまひしく。 「然らば吾と汝 この天の御柱を行き廻 逢ひて みとのまぐは 為む 」とのりたまひき。かく期 、すなはち「汝は右より廻 逢へ、我




モチーフにおける洪水の原因には人間の社会が乱れた（例えばイ族では兄弟姉妹が結婚を繰り返したために天神が怒って洪水を起こした）ことによる神の懲罰、神と人間と間での抗争で神が敗れその復讐 苗族に多い雷神復讐型）で洪水 起こすという二つのパターンが多い。このようなパターンによる人類 は 古事記 神話に入りようがなかったと言え 。
何故なら、高天原神話においては、神による人類創造の失敗とか神と










開する。天地創造神話、人類起源神話において、人類の誕生と繁栄までのストーリーの多くは、人類創造の失敗とその克服という展開が基本である。洪水モチーフもそうであるし、兄妹始祖の物語もそうである。現存在としての人類は、神が最初に創造 た理想として 人類では い。紆余曲折を経て理想の姿とは言えない現存在 人類になった。 の紆余曲折のモチーフに や兄妹婚 あるということになる。
ここで言う紆余曲折とは、平衡していた世界が崩れそこから新しい世
界が生まれていくことをあらわす。兄妹始祖型神話は 間社会 なかでの近親婚の禁止とその侵犯（平衡していた世界の崩れすなわち兄妹結婚）が男女による人類の創造に結果 る いう紆余曲折を描いたものだ。注目しておきたい は、 の型 神話では、紆余曲折があくまで間の物語として描かれていることである。
日本の創世神話である高天原神話では、人間 存在せず、神々 物語
























タブーは成立しないはずである。タブーが成立す のは、そこに社会が形成されていなければならない。が兄妹二人だけしかいなければ社会が形成されていない以上二人 兄妹とは言えない。つまり、男女一組が存在するだけである。従ってタブーを意識せずとも本能的にふ まえば人類創造は可能となるはずだが、人間 文化的存在であること よって、単なる自然的存在 しての男女に なれない。つまり男女という対立、それは、文化的にしつらえられた対立で ければならない。
従って、生き残った兄妹、もしくは生物学的な違いでの男女は、対立
する文化的な意味での男女へと変わらなけ ばならない。だが、そのまま二人が生活していても男女にな ない その変換へのきっかけになる
のが兄妹婚のタブーということなのだ。二人は近親婚のタブーを意識することで、互いを男女と意識し合う関係（社会的存在もしくは文化的存在）になるのである。
イザナキ・イザナミ神話が、兄妹婚始祖型を選択した理由がそこにあ

































































































































たのは、人類 という大きな物語で ないということがあろう。むん八十神たちのいじめに腹を立てたスサノオが洪水 起 して オナムヂだけが生き残るという物語も考えられなく が、天の神 はなく、出雲の始祖で根の国 王であるスサノオが洪水をおこして出雲 人々を滅ぼすのには無理がある。兄妹が生き残るという設定も くはないが、この型を選択すれば、その子孫は出雲という地域を越えてそれこそ日本の人間の誕生物語になってしまいかねない。出雲 地域限定の王の起源譚としてはモチーフ 大 すぎる。
櫻井龍彦が述べているように（
12）この型の神話は、主に山岳地帯に
居住するイ族やナシ族の間 見られる神話で、兄妹 に比べると地域限定型である。また、天女と結婚し まれ 子どもたちは、イ族やナシ族、その周辺のいくつかの民族 となるだけで、兄妹始祖型のような規模の広がりを持っていない。
兄妹始祖型との違いはなんといっ も、神と人との対立構造が顕著に






のは、異界としての根の国と人の世界であ 地上 分的世界である。天女婚始祖型神話の場合は異界は天として描かれるが、いずれにしろ人の世と異界（天・根の国）の対称的な二つの世界である とに変わりは無い。呉哲男による 分析概念を用いる ら出雲神話 おけるこのオオナムヂの根の国訪問 は、対称性原理に基づいた神話ということになろう。
呉は、
M・モースの『贈与論』を参考に、対称性原理が働いている社






している。天つ神であるホノニニギは国つ神のオオヤマツミの娘コノハナサクヤビメに求婚し、オオヤマツミは姉のイハナガヒメと二人の娘との結婚を条件に許諾する。この場合、ホノニニギが二人の娘との結婚を承知すれば、天つ神と国 との世界との互酬的贈与交換は成立したことになり、両世界の安定は均衡 た状態で保たれることになる。だが、ホノニニギがイハナガヒメ の結婚を拒否したことによってこ 関係は破綻する。つまり対称的な関係が破れ、非対称的な関係になったのであり、その結果、ホノニニギの繁栄は一時的なも になるが、一方で国つ神を支配する権力（王権）を獲得す ことに る。
以上の呉の神話解読は、出雲神話における天女婚始祖型 選択の説明
として参考になる。呉の言い方で言えば、この出雲 話におけるオオナムヂの根の国訪問は対称性原理に基づく神話ということになる。呉は対称性原理に基づく神話を旧秩序の原理とも呼ぶが、出雲神話におけるオオナムヂの根の国訪問はまさに「旧秩序 原理」によ 神話でなければならなかった。出雲は高天原にとって支配されるべき世界である。従って、高天原にとって出雲はあく でも旧秩序に属し旧秩序 原理を体現してい ければならない。高天原が出雲を支配する は、そ 旧秩序を克服し 新しい世を作るためであるからだ
そのように考えた場合、根の国訪問神話は実に見事なまでに対称性の





言えよう。結婚し地上に降りる際に妻の父から贈与がある。例えばナシ族の「人類遷徒記」では、天の神が嫁入り道具としてさまざまな動物、植物、穀物の種を与える。このおかげで人の世は繁栄する。これも互酬的関係をあらわす。無論この展開では、ほとんど天の側からの贈与だけであり互酬的関係は成立していない。当然 地上 降りた人間の側は、与えられたモノを返さなくてはならない。それ 天もしく 異界へ 神への祭祀となるので る。つまり、神々への祭祀を負債として負うことで、神の世界と人の世界との互酬的関係は維持されるということになるのである。
根の国訪問神話において注目されるのは、スサノオからオオナムヂに
与えられる呪物であろう。
諏訪春雄はオオナムヂが 「根の堅州国」 から脱出するとき、 持ち帰る 「生
太刀・生弓矢・天の詔琴」はシャーマンの呪具であり、長江流域 少数民族のシャーマンが用い 法器（呪具） 中に、剣、弓、楽器があることや、 イニシエーション 一つに、 昏睡状態の中での地下遍歴がある（ヤオ族の成巫儀礼）ことなどをあげ、このオオナムヂ 神話と少数民族のシャーマンの成巫儀礼との関連を指摘している（
14） 。
オオナムヂが与えられたのが呪具であるとすれば、この天女婚始祖型
を選択した オナムヂ 根の国訪問神話は 呪術王もしくは祭祀王であるオオクニヌシ誕生を描く神話ということにな
シャーマンとしての王の役割は、神 世界との媒介 なって祭祀を行







のような対称性の原理と非対称性原理のせめぎあいが内在していると指摘する。そのせめぎあいの理由を「世界の神話が普遍的に共有する異郷訪問神話、異類婚姻神話、怪物退治神話といった通過儀礼の話型を核としていて、それはいわば対称性原理そのものである。にもかかわらず、古事記の成立が中央集権的律令を背景としているために「天つ神」 （非対称性原理） の存在が自明となっている」 （ 『古代文学 おける思想的課題』 ）からだとする（
15） 。
以上のような呉の古事記神話を貫く神話原理の解読はとても魅力的な
のだが、正直なかなか理解が難しい。 「 の原理と非対称性原理のせめぎ合い」の理解が難しいということだが、本稿ではこの「せめぎ い」を物語 問題として考えてみる。
物語は一般的に言えば他者との接触によって生じる出来事を基本的な
内容とするが、神話における物語では、異郷訪問神話、異類婚姻神話、怪物退治神話にみられるように、異界的存在としての他者との衝突もしくは交流を描くというもの 多い。これは、呉が言う に こう った物語が対称性原理に基づいているから いうこと できる。つまり、神話の構築に 語性を求めようとすれば、対称性原 に基づく他者との接触を描くということにな ということだ。高天原神話においても、たとえば、イザナキの黄泉の国訪問神話は、イザナキとイザナミの関係を、生者と死者という他者との対立構造 置く で物語 し 成立したと言える。高天原におけるスサノオの乱暴狼藉と放逐 物語も、本来高天原の神であるスサノオを 化することで成り立っていると言 よう。
その意味で言えば物語的である古事記の神話 、対称性原理に基づい







あるのは、非対称性原理による一元的世界のままでは、男女の対立というモチーフを物語的に描けなかったからではないかと思われる。ほとんどの洪水型兄妹始祖神話は、対称性原理に由来する世界観すなわち他者との緊張した関係 生む世界観のもとに男女という普遍的な対立 克服の物語を語る。イザナキ・イザナミ神話は、この型のモチーフから洪水を外し、他者との緊張 ない神々の一元的世界の中 、兄妹婚 禁忌の侵犯の物語を潜在させることで、男女 対立という普遍的 原理を抽出する物語を描いたということになる。
それに対して、出雲神話のオオナムヂ根の国訪問神話が天女婚始祖型













のである。なお、このシンポジウムの発表の内容をそのまま活字化した論は「 『古事記』神話における「兄妹婚始祖型」と「天婚始祖型」の比較」 （共立女子短期大学文科紀要第六二号二〇一九年一月）である。こちらも参照され い。2　
陳建憲「中国洪水神話伝説のタイプと分析―
443篇の類話に関する初歩的マクロ
分析―」 『日中昔 伝承の現在』勉誠社
　
二〇〇六
3　
百田弥栄子『中国神話の構造』三弥井書店
　
二〇〇四
4　
鐘敬文「洪水後兄妹による人類再繁栄 神話」 『日中文化研究』創刊号
　
勉誠
社
　
一九九一
5　
依田千百子「韓国の洪水神話」 『世界の洪水 』勉誠出版
　
二〇〇五
6　
工藤隆『歌垣の世界』勉誠出版
　
二〇一六
7　
注
5と同
8　
百田弥栄子「中国神話の古事記逍遙」 『アジア民族文化研究九号』二〇一〇
9　
伊藤清司
　「二度の人類起源」君島久子編『東アジアの創世神話』弘文堂
一九八八10　
大林太良『日本神話の構造』弘 堂
　
一九七五
11　
諏訪春雄（ 王権神話と中国南方神話』角川書店
　
二〇〇五
12　
櫻井龍彦「混沌からの誕生―『西南彜誌』を中心としたイ族 創世神話」 『東
アジアの創世神話』君島久子編
　
弘文堂
　
一九八八
13　
呉哲男『古代文学における思想的課題』森話社
　
二〇一六
14　
注
11と同
15　
注
13と同
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